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政
府
の
北
朝
鮮
へ
の
抗
議
ル
ー
ト
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日
、
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
で
、
河
野
太
郎
外
務
大
臣
は
、
「
昨
日
、
北
朝
鮮
が
再
び
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
国
際
社
会
の
一
致
し
た
問
題
解
決
へ
の
強
い
意
思
を
踏
み
に
じ
り
ま
し
た
。
今
回
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
を
受
け
、
日
本
は
、
直
ち
に
北
朝
鮮
に
対
し
て
厳
重
に
抗
議
し
、
最
も
強
い
表
現
で
非
難
し
ま
し
た
」
と
述
べ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日
、
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
、
河
野
大
臣
は
、
「
大
和
堆
を
含
む
日
本
海
の
我
が
国
の
排
他
的
経

済
水
域
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
の
漁
船
と
思
わ
れ
る
多
く
の
船
舶
が
違
法
な
操
業
を
行
っ
て
い
る
、
こ
れ
を
確
認
し
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
北
京
の
大
使
館
ル
ー
ト
を
使
っ
て
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
違
法
操
業
の
停
止
、
退
去
を
指
導
す

る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
だ
け
で
も
四
回
申
し
入
れ
を
い
た
し
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日
、
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
で
、
河
野
大
臣
は
、
「
抗
議
を
す
る
ル
ー
ト
は
ご
ざ
い
ま
す
。
必

要
な
ら
ば
抗
議
を
行
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
そ
う
い
う
事
案
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
は
ま
だ
認
識
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
述

べ
、
外
務
省
か
ら
北
朝
鮮
へ
の
抗
議
を
す
る
ル
ー
ト
の
存
在
に
言
及
し
た
。

他
方
、
「
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
た
び
に
、
「
日
本
政
府
は
北
朝
鮮
に
対
し
北
京
の
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
厳
重

に
抗
議
し
た
」
と
報
じ
ら
れ
、
あ
た
か
も
拳
を
振
り
上
げ
て
抗
議
し
た
か
の
よ
う
で
す
が
、
北
朝
鮮
大
使
館
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
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送
っ
て
い
る
だ
け
」
と
の
指
摘
が
東
京
新
聞
の
論
説
委
員
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。

外
交
上
交
わ
さ
れ
る
文
書
や
口
頭
に
よ
る
抗
議
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
機
微
に
触
れ
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
速
や

か
な
公
開
に
は
な
じ
ま
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
日
本
政
府
が
北
朝
鮮
に
抗
議
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
国
民
は
知
り
、
そ
の
実
効
性
を
判
断
し
、
国
政
選
挙
な
ど
の
際
の
投
票
判
断
の
材
料
に
す
る
立
場
に
あ
る
。

政
府
の
北
朝
鮮
へ
の
抗
議
ル
ー
ト
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日
の
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
で
河
野
大
臣
の
い
う
「
直
ち
に
北
朝
鮮
に
対
し
て
厳
重
に
抗

議
し
、
最
も
強
い
表
現
で
非
難
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
た
の
か
。
北
朝
鮮
の
外
交
官
に
日
本
政
府
の
外
交
官
が

面
談
し
、
文
書
も
し
く
は
口
頭
で
抗
議
を
行
っ
た
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

二

平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
河
野
大
臣
の
い
う
「
北
京
の
大
使
館
ル
ー
ト
を
使
っ
て
、
北
朝
鮮

に
対
し
て
違
法
操
業
の
停
止
、
退
去
を
指
導
す
る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
た
の
か
。
北
朝

鮮
の
外
交
官
に
日
本
政
府
の
外
交
官
が
面
談
し
、
文
書
も
し
く
は
口
頭
で
抗
議
を
行
っ
た
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
河
野
大
臣
の
い
う
「
今
年
だ
け
で
も
四
回
申
し
入
れ
を
い
た
し
ま

し
た
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
た
の
か
。
北
朝
鮮
の
外
交
官
に
日
本
政
府
の
外
交
官
が
面
談
し
、
文
書
も
し
く
は
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口
頭
で
抗
議
を
行
っ
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
如
何
。

四

河
野
大
臣
の
い
う
、
「
抗
議
を
す
る
ル
ー
ト
は
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
も
の
に
は
、
北
朝
鮮
の
在
外
公
館
な
ど
に
フ
ァ
ッ

ク
ス
を
送
付
す
る
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

岸
田
外
務
大
臣
お
よ
び
河
野
外
務
大
臣
の
在
任
中
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
核
実
験
、
違
法
操
業
な
ど
の
事
案
へ
の

抗
議
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
の
在
外
公
館
な
ど
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
付
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
北
朝
鮮
の
外
交
官
に
面
談
を

行
っ
て
い
な
い
も
の
は
あ
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


